
■福島原発事故後，TVや新聞には，
その日の各地の放射線量が示されてい
ます。心霊スポットならぬホットス
ポットも話題に。疑問なのは，その日
の放射線量，実はその日までの放射線
量でなければいけないのではないかと
…。で，週刊誌の中刷り広告には，放
射能汚染の恐ろしさを強調するもの
と，ことさらに強調するのは誤りであ
るとするもの，相反する内容を示すタ
イトルがあります。被曝そのものは害
を及ぼすにしろ，わからなければ，わ
かりませんということを含めて，いっ
たいどこまでが安全なのか，本当のと
ころを知りたいものです。ということ
で，第11号では，栄養のことがわ
かります。

■訂正とおわび：第10号の「Oncolog-
ic Emergencies（後編）」357ページ
左段下から3〜4行目に誤りがありまし
た。「フォンダパリヌクスは妊婦の安全性
も確立されている」は「フォンダパリヌ
クスは妊婦の安全性も確立されていない」
の誤りでした。ここに訂正するとともに
お詫びいたします。
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特集：急性膵炎
急性膵炎は，時に遭遇するものの，重症例では死に至ることのある疾患です。しかも，発症早
期には軽症でも，その後急激に重篤化し，死に至ることもあります。また，ERCP膵炎など内
視鏡操作に伴う膵炎では，検査が誘因となって発症するため，訴訟となることも少なくありま
せん。急性膵炎に関しては，エビデンスに基づいたガイドラインが作成され，また，厚生労働
省研究班からは，初期診療コンセンサスも発刊されています。しかしながら，これらで記載さ
れている内容でも，実際にはその適応や効果に関しては，まだまだ議論のある内容も少なくあ
りません。一方，質の高いエビデンスがなく，明確な推奨が記載されていない予防的抗菌薬の
投与期間や経腸栄養の種類，動注カテーテルの留置部位などの実践的な内容やその根拠に関し
ては，専門家の多数の貴重な経験は臨床家にとって非常に有益な情報です。
　本特集では，「エビデンスと経験に基づいた急性膵炎の具体的な診療方針」を提示し，急性膵
炎診療の神髄の理解を促し，それぞれの有用性と限界が周知できればと期待します。
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